
                                               青葉台小学校区小域福祉ネットワーク

１．青葉台ふれあいサロンの活動

１．１　重点課題

（１） 新型コロナウィルス感染防止対策の確実な実施と安心して利用される場づくり（継続）
（２） 新たな切り口での運営改善策の検討（継続）
（３） 経済的基盤充実に向けた取り組み（継続）

１．２　活動内容

　（１）新型コロナウィルス感染防止対策の確実な実施と安心して利用される場づくり

ア． 新型コロナウィルス感染防止対策の確実な実施

【継続】 サロン利用時の手指消毒・検温の徹底、確実な有事連絡のための入場者記録
【継続】 利用スペースの三密回避策を徹底
【継続】 室内空気除菌器（市原市が設置）を活用した感染防止対策の徹底
【新規】 サロン内のマスク着用を推奨（事情がある場合を除く）

イ． ミニ演奏会

【新規】 実施可能なイベントを判断しながら再開試行
（例）ギター伴奏による口ずさみ歌唱　など

ウ． 趣味の教室、集い

三密回避策を講じることが可能な取り組みを開催。

【新規】 歌おう会 可能と判断できる形で再開を試行
【継続】 絵手紙教室 ：第三木曜日（午後）
【継続】 中国語教室 ：第一・三水曜日（午後）
【継続】 習字クラブ ：第一～四金曜日（午前）
【継続】 着付け教室 ：第二・四土曜日（午前）
【継続】 和紙ちぎり絵教室 ：第一月曜日（午前）
【継続】 日本語教室 ：日曜日（午前、随時）
【中止】 カラー魚拓教室 （講師のご希望）

エ． 子ども、子育て世代に向けた場づくり

【継続】 おもちゃの診療所 ：第一・三土曜日（午前）
【継続】 子育て世代の交流の場づくりの企画を模索

オ． 保健・福祉関連企画の定着と新たな試行

(ｱ) 介護

【継続】 介護福祉相談室活動の継続（第３火曜日）

(ｲ) 介護予防・健康寿命の増進

【継続】 健康体操（健康体操普及員、第三水曜日・午前）
【拡大】 いいあんばい体操・筋金近トレ編（月・火・水・木曜日午前コース）

　

【再開】 火曜日午前筋金近トレ体操後の脳トレ（３丁目森さん講師）を継続
脳トレ同好会（木曜日午後）を再開

令和5年4月16日

令和５年度ＮＷ活動計画

月曜日コースを増設し、小人数での分割開催の方法から各回とも
グループ全員参加の開催方法に変更。
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カ． 近隣地域の方々と連携した取り組み

【継続】

　（２）新たな切り口での運営改善策の検討

【継続】 日祭日のサロン活用拡大　・・・　利用提案に基づいて、利用拡大を都度検討
【継続】 協力ボランティアの方々の提案事項を把握し、実現可否を検討・具体化
【継続】 利用者の声・要望を把握（提案箱を活用）し、実現可否を検討・具体策へ反映

　（３）経済的基盤充実に向けた取り組み

ア． 新型コロナウィルス感染防止策を講じた中で、利用者拡大の取り組みを検討（通年）

イ． 新たな視点の具体策を検討、具体化（通年）

【継続】 サロン内の常設バザーを継続。（通年）
【継続】 資源回収部会の活動継続

２．青小フラワー会の活動

第２月曜日を定例活動日とし、必要に応じて追加日程を決めて活動。

ア． 【継続】 田植え・稲刈りなど稲作体験学習を支援

イ． 【継続】 花壇、畑の手入れを支援（種蒔き、苗植え、生育）

ウ． 【継続】 ビオトープの整備 
エ． 【継続】 ビオトープ池での蛍幼虫生育と放流

３．資源回収部会の活動

毎月の１日を回収日とし、活動を行う。
活動は、市原市資源回収推進事業（集団回収）として団体登録を行い、実施する。

４．地域の福祉課題に対する取り組み

　（１）避難行動要支援者の避難行動支援に関する活動について

ア． 【継続】 各町会の取り組みの中での懸案事項を支援。 ・・・ 通年

（小域福祉ネットワーク運営委員会（１回／月）で懸案事項の方向付け）

　（２）安心生活見守り支援事業に基づく見守り支援活動について

ア． 【継続】 各町会の取り組みの中での懸案事項を支援。 ・・・ 通年

（小域福祉ネットワーク運営委員会（１回／月）で懸案事項の方向付け）

イ． 【継続】 安心生活見守り支援事業の基礎研修を実施支援。 ・・・ 通年
ウ． 【継続】 各町会の取り組み実績を市社会福祉協議会へ報告。 ・・・ 通年

　（３）「高齢になっても永く続けられる町づくり」の検討 (３９ＰＪ提案課題)

【継続】

・課題「小さな困りごとを解決する仕組みづくりの具体化検討」
・課題「手ぶらで来て買い物をし、手ぶらで帰宅」
・課題「町会協議会で検討中のデマンド交通と絡めて、買い物支援を検討」

小域福祉ネットワーク運営委員会（１回／月）で、次の優先３課題のグループ
討議を継続。

町会協議会と連携し、スーパーわかば駐車場夜間借用の取り組みを拡げ、地域の
青空 駐車を抑制
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　（４）「子育てがし易い町づくり」の検討 (３９ＰＪ提案課題)

【継続】 ＺOOＭ、対面の場を併用して討議を継続。（１回／月）

・課題「子どもの集いの場づくり」

以上

（町会協議会が既に導入している情報通信アプリを活用）
・課題「情報通信アプリを活用した子育て世代の双方向情報発信・共有の場づくり」
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